
このレポートは、信頼できると考えられる情報に基づいて作成されていますが、株式会社エス・エム・エスは、その正確性および完全性に関して責任を負うものではありません。このレポートの商標権、著作
権その他の知的財産権は全て株式会社エス・エム・エスに帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。

報道関係者各位 医療レポート「医療のホンネ」Vol .3

2009/10/20 © Copyright SMS CO.,LTD 2009

医療レポート「医療のホンネ」Vol.3

仲秋の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、株式会社エス・エム・エス（本社所在地:東京都港区、代表取締役社長:諸藤周

平、以下当社）は「高齢社会に適した情報インフラを構築することで価値を創造し社会

に貢献し続ける」という企業理念のもと、介護・医療・アクティブシニア分野において、

人材紹介事業、メディア事業（求人広告、資格講座情報）、新規事業（従事者コミュニ

ティサイト、介護事業者向けビジネスポータルサイト）など計25のサービスを運営して

います。(2009年10月20日現在）

その中、当社の持つ事業者、従事者、エンドユーザの情報を集計・分析し、「医療業

界の現状」を継続的に発信していく活動に取り組んでおります。

本レポートにある記事や医療・介護業界における各種データ、その他取材や調査の

ご相談につきましては当社広報担当までご連絡ください。

（当社PRページを開設しました。http://www.bm- sms.co.jp/p_release/index.html）

お問い合わせ先

株式会社エス・エム・エス（東証マザーズ上場証券コード：2175）広報担当 西原

TEL：03- 5730- 0547（直通）e- mail：prinfo@bm- sms.co.jp

1. 【最新Topics】～ナースプラクティショナー（NP）の可能性～

近年の医師不足による医療危機に対する一つの可能性として議論されている

「ナースプラクティショナー(以下、NP)」。現場はNPに対してどのように受け止め

ているかを900名の看護師（※）へのヒアリング結果を元にレポートいたします。

2. 【シリーズ「採用の現場」】～第5回：グループ全体で人材を囲い込む～

採用が難しい状況が続く看護職。その中、採用及び定着に向けて意欲的に取り

組んでいる病医院の事例をご紹介いたします。

3. 【医療業界最新ベースデータ】～数字で見る医療の実態～

当社で展開している求人広告サービスで収集したデータをもとに、看護師に関

するデータをいち早く集計してお届けいたします。

Vol.3 ラインナップ

1

※正看護師・准看護師・保健師・助産師を指します。

http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html
http://www.bm-sms.co.jp/p_release/index.html


このレポートは、信頼できると考えられる情報に基づいて作成されていますが、株式会社エス・エム・エスは、その正確性および完全性に関して責任を負うものではありません。このレポートの商標権、著作
権その他の知的財産権は全て株式会社エス・エム・エスに帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。

ナースプラクティショナー（以下、NP）は、「診療看護師」や「高度実

践看護師」とも言われ、通常の看護業務に加え、日本では従来は医

師の業務範囲とされてきた初期診療や検査、薬の処方なども担う職

種である。

近年、日本の医療現場においては、医師の慢性的な不足から医師

の長時間労働の問題や患者を運ぶ救急車のたらい回しなどの問題

が顕在化している。そのため、すべての医療行為を医師が行うので

はなく、看護師をはじめとした他職種と協力して作業を分担する在り

方が注目されている。

その中でも看護師は医師と並んで患者に接する機会が特に多く、

NPの役割に対して必然的に期待が高まっている。

既に海外ではNPの導入が進んでいる。米国では1960年代に誕生

し、現在では看護師の5％に当たる14万人（2004年時点）に達してお

り、米国内においては一般的にNPによる一部の医療行為が実施さ

れている。また、韓国でも2006年から同様のプログラムが導入されて

いる他、タイやオランダなど各国でもNPは徐々に広がりを見せている。

これらの背景の中、日本でもNPに関しては厚生労働省の「看護の

質の向上と確保に関する検討会」などで多くの議論がなされ始めて

いるが、一方で現場の看護師はNPに対してどのような認識を持って

いるのだろうか。

今回、当社では10月9日～18日の期間に看護師を対象とした「NP

に関する意識調査」を実施し、その結果、900名の看護師から回答を

得ることができた。短期間で多くの回答が得られたことからも、NPが

看護師の間で関心の高いテーマであることがうかがい知れる。

期待が高まる新たな職種

「ナースプラクティショナー

(NP)」

進む海外でのNPの普及

看護師（※）900名に対して

NPに関する意識調査を実

施

【最新Topics】 ～ナースプラクティショナー(NP)の可能性～
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医師不足による医療の崩壊が叫ばれている日本において、新たな解決策として注目されている

ナースプラクティショナー(NP)という職種。アメリカや韓国では既に導入されている一方で、日本に

おける制度導入には法的な整備など課題が多い状況である。また、現場の看護師の間においても、

関心は比較的高いものの、普及において金銭的な補助、勉強と仕事の両立など多くの課題が存

在することが今回の調査で浮かび上がった。

Vol.3
ナースプラクティショナー(NP)の可能性

※ 正看護師・准看護師・
保健師・助産師を指します。
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まず初めに、NPをどの程度知っているかについて調査したところ、

約18％の看護師が「詳しく知っている」、もしくは「ある程度知ってい

る」という結果となった。（図1）

また、経験年数別で見ると5年までの約14％に対して、16年以上は

約25％と経験のある看護師ほどNPの認知度が高い結果となった。

ちなみに、存在自体を知らない割合は経験年数を問わず半分以上

となっており、実際の導入にあたっては看護師に対するNPの知名度

向上が課題として存在することが浮き彫りになった。

次に、実際にNPの職種に就きたいかについて調査したところ、約

56％の看護師が「是非なりたい」、もしくは「条件が合えばなりたい」と

いう結果となった。（図2）

また、経験年数別で見てもばらつきは特に見られず、経験年数にか

かわらずNPの職種に就きたいと考えている割合が高い結果となった。

また、一方で経験年数の浅い看護師ほど「分からない」と答えた割

合が高く、存在自体の認知度だけでなく業務内容などの普及活動も

重要であることが明らかになった。

【最新Topics】 ～ナースプラクティショナー(NP)の可能性～
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NPを知っている割合は全

体で2割、経験年数を経る

ごとにNPを知っている割

合は高くなる傾向

経験年数にかかわらず条

件が合えばNPの職種に就

きたい割合は高い

図1：NPをご存知でしたか？（N=900）

図2：NPの職種に就きたいですか？（N=900）

当社看護師向け実態調査（2009年10月）調べ

当社看護師向け実態調査（2009年10月）調べ

～3年 4～5年 6～10年
11～15
年

16～20
年

21～25
年

26年～

詳しく知っていた 5.0% 1.6% 3.3% 7.0% 2.9% 3.8% 6.7%

ある程度知っていた 8.9% 12.1% 13.8% 12.6% 22.5% 22.6% 10.0%

名前は聞いたことがあった 18.4% 21.0% 16.0% 23.8% 21.6% 30.2% 30.0%

存在を知らなかった 67.6% 65.3% 66.9% 56.6% 52.9% 43.4% 53.3%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

～3年 4～5年 6～10年
11～15
年

16～20
年

21～25
年

26年～

是非なりたい 6.1% 4.0% 5.2% 11.2% 5.9% 3.8% 3.3%

条件が合えばなりたい 51.4% 51.6% 49.8% 42.0% 55.9% 54.7% 40.0%

あまりなりたくない 14.5% 12.1% 13.4% 18.2% 10.8% 20.8% 16.7%

全くなりたくない 5.0% 4.0% 6.3% 5.6% 9.8% 5.7% 23.3%

分からない 22.9% 28.2% 25.3% 23.1% 17.6% 15.1% 16.7%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回答項目
経験年数

回答項目
経験年数

合わせて約18%

合わせて約56%
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このように条件次第では半数以上の看護師がNPの職種に就きたい

という意思を持つ中、さらにNPの職種に就きたい理由を調査したとこ

ろ、「看護技術のさらなる向上が図れそうだから」(41.2%)、「今まで看

護師ではできなかった業務ができるから」(24.3%) 、「より社会に貢献

できると思うから」(21.6%)と続く結果となった。（図3）

これらに共通する理由の背景には「医療従事者としてのプロフェッ

ショナル」を志向している看護師がNPの職種に就きたいと感じている

ことが考えられる。

また、各理由を経験年数別で見ると「看護技術のさらなる向上」につ

いては経験年数にかかわらず総じて高い結果となっている。

「高い給与」や「安定的な職」における期待に対しては、経験年数の

浅い看護師ほど高かった一方で、「社会貢献」に対しては経験年数の

長い看護師に多く存在する傾向が明らかになった。（図4）

NPの職種に就きたい理由

の背景には

「医療従事者としてのプロ

フェッショナル志向」

25

46

118

134

194

219

371

0 50 100150200250300350400

その他の理由があるから

高い役職につけそうだから

より安定的な職を手につけたいから

高い給与をもらえそうだから

より社会に貢献できると思うから

今まで看護師ではできなかった業務がで…

看護技術のさらなる向上が図れそうだから

～3年 4～5年 6～10年
11～15
年

16～20
年

21～25
年

26年～

高い給与をもらえそうだから 18.4% 11.3% 15.6% 15.4% 13.7% 9.4% 13.3%

看護技術のさらなる向上が図れ
そうだから

36.3% 41.1% 43.1% 41.3% 49.0% 47.2% 16.7%

より社会に貢献できると思うから 19.6% 24.2% 14.9% 24.5% 27.5% 35.8% 23.3%

高い役職につけそうだから 5.6% 1.6% 5.9% 4.2% 5.9% 7.5% 6.7%

今まで看護師ではできなかった
業務ができるから

23.5% 19.4% 24.9% 25.9% 26.5% 28.3% 23.3%

より安定的な職を手につけたい
から

16.2% 8.9% 14.5% 11.9% 10.8% 15.1% 10.0%

その他の理由があるから 1.7% 3.2% 2.2% 5.6% 2.9% 0.0% 3.3%

当社看護師向け実態調査（2009年10月）調べ

図3：NPの職種になぜ就きたいと思ったのですか？（複数回答、N=1,107）

図4：経験年数別回答者数の割合

NPの職種に

就きたい理由

（自由回答例）

¸ 現場を知らない上長と対等になれそう。（埼玉県/30代/ 女性）

¸ 看護職の現場環境の改善につなげられると思うから。（愛知県/30代/ 女性）

¸ 看護師の地位向上につながるから。（千葉県/40代/ 女性）

¸ 医療チームメンバーの中心的存在としての看護師の地位を確立できる方法の一つだと思うから。

（神奈川県/30代/ 女性）

回答項目
経験年数

（人）
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その一方で、NPに対する不安について調査したところ、「NPとして

必要な知識・技術レベルの獲得・保持」(56.6%)、「ワークライフバラン

スの維持」(46.9%)、「治療に対する責任の拡大」(45.7%)と続く結果と

なった。（図5）

また、各理由を経験年数別で見ると「NPとして必要な知識・技術レ

ベルの獲得・保持」と「ワークライフバランスの維持」については経験

年数にかかわらず総じて高い結果となっている。

21年以上の経験年数の長い看護師ほどNPにおける役割や責任に

ついて強い不安を抱いていることが明らかになった。（図6）

NPに対する不安の

キーワードは、

「技術」

「ワークライフバランス」

「責任」
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不安に思うところはない

その他の理由

可能になる医療行為・投薬行

為の範囲

職場内での責任の拡大

治療に対する責任の拡大

ワークライフバランスの維持

NPとして必要な知識・技術レベ

ルの獲得・保持

当社看護師向け実態調査（2009年10月）調べ

図5：NPになるにあたっての不安は何ですか？（複数回答、N=2,010）

図6：経験年数別回答者数の割合

～3年 4～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～25年 26年～

治療に対する責任の拡大 45.8% 49.2% 42.4% 39.9% 53.9% 56.6% 40.0%

可能になる医療行為・投薬行
為の範囲

33.0% 28.2% 25.3% 22.4% 27.5% 43.4% 23.3%

NPとして必要な知識・技術レベ
ルの獲得・保持

58.7% 54.8% 53.5% 59.4% 61.8% 56.6% 46.7%

職場内での責任の拡大 36.9% 41.1% 36.4% 30.1% 29.4% 43.4% 26.7%

ワークライフバランスの維持 44.1% 43.5% 48.0% 52.4% 43.1% 56.6% 36.7%

不安に思うところはない 3.9% 5.6% 3.3% 2.1% 2.9% 5.7% 10.0%

その他の理由 3.4% 4.8% 5.9% 11.9% 6.9% 3.8% 26.7%

NPに対する不安

（自由回答例）

¸ ＮＰを雇用したいと思う医療機関が少ない（のではないか）。（岐阜県/40代/ 男性）

¸ 日本の医療体制が整っていないので、資格だけが先行する懸念。（北海道/30代/ 女性）

¸ NPの重要性を理解していない上司との関係性が悪化する。（東京都/40代/ 女性）

¸ 患者は看護師よりも薬剤師に薬剤を処方してほしいと望んでいるのではないか？（東京都/40代/ 女性）

回答項目
経験年数

（人）
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最後に、NPを目指すために必要な支援内容についてヒアリングした

ところ、「認定までの金銭的補助」(82.6%)、「シフト面など勉強する環

境に対する配慮」(72.8%) 、「NPに対する特別手当」(55.0%)などが高

い結果となった。（図7）

これらの結果から、「NPになる際の各種バックアップ体制」をほとん

どの看護師が要望しているため、今後のNP普及における議論におい

て考慮すべき項目であるとうかがえる。

また、興味深い結果として「シフト面など勉強する環境に対する配

慮」に対しての要望が高いことやその他理由の中には「子育てとの両

立」と言った意見があることからも、取得に際して現在勤めている病医

院側の理解も重要であることが合わせてうかがえる。（図8）

支援内容への要望は

「取得までの援助」

「取得後の職場確保」

「NPに対する手当」

NPに対して支援し

てもらいたい内容

（自由回答例）

¸ NPが存在する欧米とは国民性が違うため、国民への周知と理解が必要。（東京都/40代/ 女性）

¸ NP独自の業務ができる職場環境。（東京都/40代/ 女性）

¸ 医師の協力。（東京都/30代/ 女性）

¸ 子供がいるが、（子供の）面倒を見てくれる祖父母が近くにいないため、勉強に打ち込めるような支援が

必要。（奈良県/40代/ 女性）

当社看護師向け実態調査（2009年10月）調べ

図7：NPになるにあたって必要な支援は何ですか？（複数回答、N=2,651）

図8：経験年数別回答者数の割合
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特に支援が必要なものはない

その他の支援が必要

手続きの簡素化

（離職して認定取得を目指す場合）職場復帰の保証

NPに対する特別手当

（働きながら認定取得を目指す場合）シフト面など勉強する環境に対する

配慮

認定までの金銭的補助（休業補償を含む）

～3年 4～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21～25年 26年～

認定までの金銭的補助（休業
補償を含む）

82.7% 76.6% 83.3% 88.8% 84.3% 81.1% 66.7%

手続きの簡素化 36.3% 29.0% 32.0% 31.5% 37.3% 35.8% 30.0%

職場復帰の保証 45.8% 39.5% 46.1% 50.3% 53.9% 47.2% 50.0%

職場復帰の保証 66.5% 71.0% 74.7% 72.7% 77.5% 84.9% 63.3%

NPに対する特別手当 50.3% 56.5% 55.4% 57.3% 57.8% 58.5% 46.7%

特に支援が必要なものはない 1.7% 1.6% 1.1% 1.4% 1.0% 1.9% 3.3%

その他の支援が必要 1.7% 1.6% 1.9% 6.3% 2.0% 1.9% 10.0%

回答項目
経験年数

（人）
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ここまで、NPに対して看護師の前向きな姿勢が見受けられる半面、

不安や要望も多くある現状をレポートしてきたが、日本におけるNP導

入においては保健師助産師看護師法（保助看法）の壁が存在する。

具体的には保助看法で、「療養上の世話又は診療の補助」（第5条）

と定められており、診療の補助を行う際は主治医の指示に従わなけ

ればならないとされているため、NP導入のためには柔軟な法解釈が

必要とされている。

これらの法解釈の議論が進む中、NP養成コースを持つ大分県立看

護科学大学と社会医療法人敬和会大分岡病院が、7月に2度目のＮ

Ｐ特区申請を構造改革特別区域推進本部に対して行っている。

NP特区が実現すればNP養成コース修了者が、医師の事前指示お

よび最終確認の下で、一定の診察や処方などを行うことができるよう

になるが、1度目の申請は法解釈の観点で却下（2009年2月）されて

おり、その動向が注目されている。

その他にも日本におけるNPの導入に関する議論は活発に起きてお

り、その内容は賛否両論である。

日本医師会は、「国民皆保険」「医師の質」「業務分担」の視点から

NPの導入に反対の見解を表明している（2009年6月3日、中川俊男

常任理事）。

また、日本看護協会は、「NPの導入は検討していない」として、NP

導入に対して慎重な姿勢を見せている（2009年6月16日、久常節子

会長）。

その中、政府構造改革特別区域推進本部は10月14日、NPの必要

性について厚生労働省からヒアリングを行い、2009年度中に調査審

議意見がまとめられる予定であり、審議結果に注目が集まっている。

さらに民主党の政策集「INDEX2009」では、「専門的な臨床教育等

を受けた看護師等の業務範囲を拡大し、医療行為の一部を分担しま

す」と明記されており、政治的視点からはNP導入に対して積極的な姿

勢もうかがえる。

以上、現場看護師への調査を元にNPの可能性についてレポートし

た。NP導入と普及においては詰めるべき課題はあるが、特に導入後

の普及のためには看護師のNPに対する前向きな姿勢を生かした制

度的支援が重要ではないだろうか。

NP導入の前に立ちはだか

る保助看法の壁

日本におけるNPに関する

議論は賛否両論

NP普及においては看護師

の声が反映されるべき



このレポートは、信頼できると考えられる情報に基づいて作成されていますが、株式会社エス・エム・エスは、その正確性および完全性に関して責任を負うものではありません。このレポートの商標権、著作
権その他の知的財産権は全て株式会社エス・エム・エスに帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。

82009/10/20 © Copyright SMS CO.,LTD 2009

【シリーズ「採用の現場」】 ～第5回：グループ全体で人材を囲い込む～

病院、クリニック、老人保健施設、老人ホーム、グループホーム、通所・居宅サービス、検診等と幅
広い医療介護サービスを提供している藤和グループ（群馬県高崎市）。医療介護サービスに特化した
グループならではの人材の囲い込みを行っており、間接部門でありながらプロフィットセンター化を目指
しているリクルート推進本部リクルートマネージャーの関口忠さんに話を伺いました。

―― （聞き手：当社）採用状況は？

（語り手：関口さん）当グループでは、現在約

2,300名の職員が在籍しております。昨年度は約

240名を採用いたしまして、今年は昨年を上回る

数の看護師、介護職、理学療法士、作業療法士、

薬剤師、管理栄養士と幅広い職種を採用してまい

ります。（※人数はいずれも契約社員/ パートタイマーを含む数字）

―― リクルート推進本部の役割とは？

当本部では、グループ病院・施設全ての採用に

際して求人の媒体選定や就・転職フェアでの求職

者への説明、面接設定、面接後のフォローまで採

用の入口を全てサポートしております。

―― 面接後のフォローとは？

面接は病院や施設で行いますが、面接後にそ

の場で緊張して聞けなかったことを中立の立場で

お伺いし、後日返答することで安心して入職して

もらう工夫をしております。

―― たくさんの病院・施設があると大変では？

たくさんの病院・施設が集まっているために、逆

にうまく機能した施策については他と共有するよう

にしています。例えば、看護師などの国家試験前

には内定者に対して合格祈願のお札を送ったり、

冬の忘年会には実際に招待状を送って参加して

もらうようにしています。

―― グループ同士での人材活用について

当グループは群馬県に点在しておりますので、

例えば応募の際に希望条件と違う場合は他の施

設などを紹介することでそちらに入職していただ

いたり、入職後も辞める前に他の施設で希望に合

う働き先をお勧めすることでグループとしての離職

率の抑制に貢献しています。

ベッド総数：1,595床、職員総数：2,302人（2009年3月現在）

―― これからの同本部の役割は？

我々（リクルート推進本部）自体は利益を生

む部署ではありません。しかし各病院、施設に

とって必要とされる部門になるためにも独立採

算制度を設けていきたいと思っています。

―― グループ全体のシナジーを活用して人

材を囲い込み、採用のスタッフもそれに対して

プロフェッショナル意識を持って対応されてい

るのですね。本日はありがとうございました。

求職者と病院・施設の中間に立つ役割

グループ全体のシナジーを利用する
同本部をプロフィットセンターに！

藤和グループを構成する7法人

É 医療法人社団三思会
東邦病院、くすの木病院、ひかりクリニック、クララ
トーホー 他

É 医療法人社団醫光会
駒井病院、群馬アレルギー疾患・呼吸器内科
病院（旧新邑楽病院）、赤城クリニック、和光園
他

É 株式会社東邦企画
介護付き有料老人ホーム ブルーメンハイム・
トーホー 他

É 株式会社パレット
給食配食事業他

É ケアサプライシステムズ株式会社
グループホーム、デイサービス、訪問介護、
居宅介護支援各事業

É 株式会社 ヘルスアップ21
ＰＥＴ／ＣＴ がん検診事業

É 特定非営利活動（NPO)法人 ケアサポート・愛
無料相談、講演、ヘルパー養成、
レクリエーション活動支援各事業
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【医療業界最新ベースデータ】 ～数字で見る医療の実態～

医療従事者の人材紹介及び求人広告を展開している当社の持つデータをもとに、
医療従事者の転職状況及びその推移を、「転職意向」「給与」の観点でお伝えします。

転職に際して最重要視する項目を調査したところ、

勤務地 32.9％
同僚・職場の雰囲気 12.1％
勤務内容（病棟・外来など） 10.8％
給与・手当 10.2％

となっており、給与などに比べて上位3項目において
転職で重視する傾向が強いと言えます。

当社看護職向け就職・転職フェア「看護適職フェア」（2009年9月）の来場者アンケート調べ

看護師意識動向調査

引退するまでに「ここまで出世したい」という役職
を調査したところ、

役職無し 50.5％
主任 17.2％
院長（理事長）16.7％
看護師長 10.1％

と続いており、半数以上の看護職の方は役職を
希望していないことが明らかになった。

転職に際しての再重視項目

引退するまでに「ここまで出世したい」という役職は？

当社看護職向け就職・転職フェア「看護適職フェア」（2009年9月）の来場者アンケート調べ

募集給与データ

看護職の求人案件から見る地域別月額募
集給与を調査したところ、

高い地方では
関東地方 ¥263,789
近畿地方 ¥250,856

低い地方では
九州・沖縄地方 ¥208,220 

という結果となり、地域間で5万円以上の開
きが出る結果となった。

当社「全国医療職求人案件調査」（2009年9月現在）調べ

看護職地域別平均月額募集給与（2009年9月）

「勤務地」「職場環境」「勤務内容」を
最重要視する傾向！

半数以上が役職を希望しない結果に！

地域で5万円以上の開き！

勤務地, 32.9%

同僚・職場の

雰囲気, 12.1%勤務内容

（病棟・外来

など）, 
10.8%

給与・手当, 
10.2%

教育制度, 
8.0%

雇用形態（常

勤・非常勤・派

遣など）, 6.9%

病院形態（救

急指定・介護

施設など）, 
4.8%

就業形態（交

替制・夜勤なし

など）, 4.4%

休日・有給休

暇の取りやす

さ, 3.5%

福利厚

生, 2.6%
看護方針・理

念, 1.5%

その他, 2.4%
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50.5%
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17.2%

院長（理

事長）, 
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師長, 
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副院長, 
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その他, 
1.5%

看護部

長, 1.5%

¥243,846

¥223,461

¥263,789

¥241,907

¥250,856

¥224,069

¥208,220

¥200,000

¥210,000

¥220,000

¥230,000

¥240,000

¥250,000

¥260,000

¥270,000


